















KURAMARA Shiro, Interior Design, 1970s, Sense
１．はじめに
２．《マーケットワン》   什器が空間へと同化されたアルコーヴ
３．《ブティックイッセイミヤケ　フロムファースト》《ミルクボーイ
＆ミルク》   浮遊，ジャイアント，表情と味
４．おわりに
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4 4 4 4
入りたくなるでしょう。
そこになにかがあるんじゃないかなあ。つまり自分がみことたのない
































































































































































































ンをめぐる一考察    同時代の美術との関わりの観点から   」『美術史』162冊（2007年３月）を参
照されたい。









































Vienna’, Domus, maggio 1966 [n. 438], pp. 17‒20; ‘La sigla é la facciata’, Domus, novemble 1967 [n. 
456], pp. 13‒16）。また，磯崎新「建築の解体・１　ハンス・ホライン」『美術手帖』1969年12月号










19 倉俣デザイン事務所に保管された1970年発行の誌名不明の記事「Current Design - MARKET ONE 
EDWARD’S」に掲載された店員の言葉による。
20 坂本正治「銀座はどこまで駄目なのか」『商店建築』1970年９月号（vol. 15, no. 9），171頁。なお，こ
の有機的なファサードは，《マーケットワン》の隣の店舗への客の動線を妨げるという苦情が近隣か
ら出たことにより，《マーケットワン》開店の数日後に取り外された。
21 長谷川堯「ショーケースの悲哀    あるいは沈黙するクラマタの財産」『商店建築』1973年６月号




24 長谷川堯「ショーケースの悲哀    あるいは沈黙するクラマタの財産」（前掲〔註21〕），205頁参照。
付言すれば，倉俣は1980年代後半には，物を浮遊させること，すなわち，物の引力を絶つことに既成
概念からの「自由」や「解放」の意味を見出すようになる。例として倉俣史朗「無重力願望の椅子」




27 Rem Koolhaas, ‘Bigness, or the problem of Large’, Rem Koolhaas and Bruce Mau, S, M, L, XL, 
Second edition (First edition, 1995), The Monacelli Press, New York, 1998.
28 筆者が2007年４月３日に沖健次に対して行ったインタヴューによる。
29 倉俣史朗，黒川雅之，伊藤隆道「デザインの中で素材をどう生かしているか」（鼎談）『商店建築』
1977年３月臨時増刊号，73頁参照。
30 安藤忠雄，伊藤隆道，倉俣史朗，田中信太郎，横山尚人，榎木戸利明，山口勝弘「シンポジウム＝デ
ザインのなかのオリジナリティー」『ジャパンインテリア』1969年12月号（no. 129）参照。
31 筆者が2007年３月13日に近藤康夫に対して，2007年４月４日に桑山秀康に対して行ったインタヴュー
による。近藤は1977-1981年に，桑山は1975－1979年に倉俣のアシスタントを務めた。
32 久田穀「ディスプレイ　倉俣史朗の〈光〉のディスプレイ」『デザイン』1970年８月号（no. 136），17
頁参照。
33 「problem 方向への探索＝多木浩二・倉俣史朗・北原進・羽原粛郎」（座談会）日本インテリア・デザ
イナー協会編『インテリアの時代へ　日本のインテリアデザイン２』鹿島出版会，1971年，148頁。
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